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社会の変化を的確にとらえ、
北海道の価値と強みを活かし
戦略的に取り組んでいきます。

地域の元気は、北海道の大きなチカラ。
世界に羽ばたく力強い産業を
みんなの手でつくっていきましょう。

【特集】未来をつくる、地域の産業

北海道の活力は、地域の産業に支えられています。
それぞれの分野で新たな挑戦を重ねることで、
北海道の産業を一層強くたくましいものにしていくことができるのです。

厚みと広がりのある産業構造を形成し、
人口減少に負けない北海道を。

人口減少による経済への影響は
大きな課題です。

５つの戦略で産業を底上げし、地域をもっと元気に。

　北海道では、全国を上回るスピードで人口減少が進み、それに
伴って将来の北海道経済への影響が心配されています。
　たとえば、人口が減っていくことによって、地域の産業を支える労
働力が減少し、人手不足が深刻化する可能性があります。
　また、需要の減少に伴う経済規模の縮小により、生産や所得が減
少し、場合によっては、地域の雇用の場が失われるなどの影響も考え
られます。

　このような状況を乗り越えていくには、本道の強みである食や観
光などの分野で、旺盛な海外需要を取り込むとともに、こうした取り
組みを支える地域産業力の底上げを図っていくことが重要です。
　これらの取り組みを重ねていくことで、厚みと広がりのある産業
構造を形成し、世界を視野に入れた地域経済を確立させ、人口減少
に負けない力強い北海道をつくることができるのです。

　道はことし7月、本道の地域経済の強化に向けた施策を展開していくための、道の基本
的な考え方を整理した「地域経済の強化に向けた基本方針」を策定しました。
　この基本方針では、「人財力の確立」「地域産業の付加価値向上」「新たな産業分野への
挑戦」の三本柱のもと、地域や企業が持てる資源を最大限活用し、基幹産業である1次
産業等の活力の取り込みに加え、健康長寿、環境・エネルギーといった新たな成長分野に
挑戦するなど、次に掲げる5つの戦略分野を軸に産業集積に取り組むこととしています。

　道内それぞれの地域に根づく特色ある産業は、北海道の宝
です。地域の産業を担うたくさんの人たちが力を合わせて
働き、地域の元気を守り育てていくことは、北海道の原動力
になります。
　地域の産業を盛り上げるために、道内各地でたくさんの
取り組みが進められています。中面の事例を参考に、皆さん
の地域でできることを始めてみませんか。

●全員参加による人財力の向上
●地域産業の付加価値向上
●ものづくり力・発信力の向上
●健康長寿・医療関連産業の創造
●新しい環境・エネルギー社会への挑戦
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特 集 ク イ ズ

▶ノーステック財団 ☎(011)757-2288

北海道新幹線開業
PRキャラクター どこでもユキちゃん

みみんなで応援！みんなで応援！
おう えん

北海道新幹線 2016年
3月26日㈯
開業

決定！北海道新幹線開業日 2016年3月26日（土）！

▶道庁新幹線推進室 ☎（011）204-5333
北海道新幹線
JR北海道 H5系　提供：JR北海道

開業まであと
※2016年3月26日より起算

し ん かん せ ん

◎北海道新幹線なるほどクイズ

イベント情報など詳しくは 北海道新幹線開業NAVI 検索

地域の子どもたちと十勝製菓の皆さん

　働きながら北海道の暮らしを体験する「転地型テレワーク事業※」をきっかけに、三重県
のあめメーカーが新会社の十勝製菓（株）を上士幌町に設立しました。
　あめメーカーの担当者は、移住体験を利用して十勝の食材を調査。牧場や養蜂園など
を視察し、生産者と交流するうちに、十勝産の原料にこだわった商品を開発・製造したい
という思いを強くしました。
　2014年12月には、廃校になった旧北居辺小学校
を活用して事務所を開き、「十勝あんこ飴」「十勝は
ちみつキャンディ」など4種類を発売。十勝ブランド
を力に、海外進出も視野に入れています。
　2017年を目指して、ここの元体育館を活用した
新工場を開く計画もあり、地域からの新たな雇用
も期待されています。

▶上士幌町企画財政課 ☎（01564）2-4290

▶東川町定住促進課住民室 ☎(0166)82-2111

根室の市場でサンマを視察する訪問団

　消費者の魚離れで厳しい状況にあった根室市はアジアに目を向け、2010年、ベトナム
へのトップセールスを機に、サンマ輸出プロジェクトをスタートさせました。翌年には根室
市、根室商工会議所、根室市内4漁協などが一体となって協議会を設立。ベトナムはじめ
アジア各国の訪問団受け入れや現地PRを行い、冷凍サンマや水産加工品の輸出を続け
て、根室サンマのブランド化に取り組んでいます。

　このプロジェクトには人づくりという役割もあり、
貿易実務講座を行い、輸出の手続きなどにノウハウを
持つ人材を育成しています。また、2012年からはベトナム
人技能実習生の受け入れを開始。現在では10を超える
企業が約170人の実習生を受け入れ、3年間の研修期間
の後、日本語を生かして活躍する元実習生もいます。
　これからは、より安定した輸出の拡大を目指して、
プロジェクトを継続する予定です。
▶根室市アジア圏輸出促進協議会 ☎（0153）23-6111

▶室蘭市産業振興課 ☎（0143）25-2704

　北海道農協青年部協議会では、教員を対象に1泊2日の農村ホームステ
イを行っています。
　教科書だけの食育ではなく、「食農教育」として先生が農家のありの
ままの生活や農作業を体験することで、「食」や「いのち」の大切さ、生産者
の思いなど、感じたことを子どもたちに伝えてもらいたいと、全道各地の
若い農業者が地元の学校に呼びかけ、2013年度から始まりました。
　昨年、枝幸町で酪農体験をした小学校教員からは「牛乳を生産するに
は牛のエサとなる草、それを育てる土づくりから始まることを実感できた」
との声も。農家の苦労や工夫を知ること
ができ、また生産者と教員が地域のこと
を話し合い、将来を考える機会にもなっ
ています。この体験が授業などにより
子どもたちに伝えられることで、農業や
地域への理解と関心が深まることが期
待されています。

▶JA北海道中央会 ☎（011）232-6417がごめ昆布を使った新商品

　2016年３月26日の北海道新幹線開業により、新函館北斗駅と新
青森駅が約60分で結ばれます。この青函圏を一つの広域観光エリア
ととらえ魅力を発信していこうと、地元自治体や民間レベルの連携が
活発化する中、渡島総合振興局と檜山振興局でも青函圏交流に力を
入れています。
　2014年度は、首都圏などで開催された物産展や観光ビジネスマッチ
ングに参加したほか、青函広域観光プロモーションを行いました。ま
た、「青森の正直」商談会に道南企業10社が初めて参加。函館市や札幌
市での商談会にも青森企業が参加するなど交流を深め、青函圏の魅力
とチームワークをバイヤーに印象づけ
ました。
　こうした中、ことし７月、函館市の食
品加工会社が青森市の菓子メーカー
と連携して「海峡ふりかけ」「海峡塩」
「海峡塩胡椒」を開発。3商品とも函館
産がごめ昆布を使い、青函圏の新し
いお土産として期待されています。
▶渡島総合振興局商工労働観光課 ☎（0138）47-9051

▶美幌商工会議所 ☎（0152）73-5251

釧路のトドマツと空気浄化剤（上）、ケース（下）

▶釧路総合振興局林務課
　☎（0154）43-9208

【特集】
未来をつくる、
地域の産業

生産者向けセミナー

　醸造用ブドウの一大産地である空知では、2000年以降にワイナリー※1・ヴィンヤード※2

が次 と々誕生し、ワインの生産も拡大。2011年には、管内の生産者、ソムリエ、市町、道総研※3、
空知総合振興局による協議会を設置し、生産者支援やワインを通じた空知の魅力発信を
行っています。
　また、ワインづくりは、生産、流通、観光など関連する分
野が多岐に渡るため、空知総合振興局ではワンストップの
相談窓口を設置しているほか、技術向上のための生産者
向けセミナーを開催しています。 
　ことしからは、空知産ワインの品質向上や新規参入の促
進などを目的に新たな調査も実施。年間の気象データや土
壌の分析、ブドウの糖度などの調査から産地特性を把握
し、今後のワインづくりに活用する予定です。

▶空知総合振興局そらちワイン振興室 ☎（0126）20‐0145

空知地域

　寿都町では、都市部からの交流人口を増やし、地域の漁業に親しんでもらおうと、学校向け
の漁業体験の受け入れを10年以上前から行っています。
　寿都町漁協が行うこの取り組みでは、漁船での寿都湾クルージングをはじめ、地引き網体験
や養殖場見学、ほっけ開きなどの加工品づくりなど、豊富な体験メニューを用意。道外からの
修学旅行など毎年約2,000人を受け入れています。
　また、ことし5月には台湾から社員旅行を受け入れました。5日間でのべ2,000人以上の

ツアー客を町ぐるみで受け入れ、地引き網体験や
海鮮バーベキューを楽しんでもらいました。
　さらに寿都町漁協では、地元の海の幸を買っ
て、味わって、学べる「すっつ浜直市場」を6月に
オープン。一般の観光客にも漁業体験を楽しん
でもらおうと、来年春には、約200人収容の体
験交流施設を併設する予定です。
▶寿都町産業振興課 ☎（0136）62-2602

　栗山町にある企業（有）植物育種研究所が2013年に開発した機能性タマネギ「さらさら
ゴールド」は、普通のタマネギよりも抗酸化作用のあるケルセチン成分が約3倍。高血圧・糖尿
病・動脈硬化などの生活習慣病を予防するといわれ、機能性食品として注目を浴びています。
　道内企業の技術開発や商品化に向けた支援などを行う（公財）北海道科学技術総合振興
センター（ノーステック財団／札幌市）では、この新品種タマネギの機能性評価分析を行い、
全国大手の大塚食品（株）に紹介。ことし4月、さ
らさらゴールドをまるごとすりつぶして使用した
健康飲料「しぜん食感 極べジonion」の製品化に
成功しました。
　昨年度は、生産されたうちの半数が、この飲料
に使用されています。今後はより生産力を高め、
地元に製品工場を誘致するなど、さらなる地域の
活性化を目指しています。

　日高管内全7町の飲食店や温泉・宿泊施
設、美術館、生産者などが2014年春に発
足した「HIDAKAおもてなし部会」。異業種
からなる22団体のメンバーが連携して観
光を盛り上げようと取り組んでいます。
　食や観光施設だけでなく、それらを支える
人の魅力も観光資源と考え、日高地域なら
ではのおもてなしの質を高めていくことが
ねらい。お互いのまちについて学び合う勉強
会をはじめ、札幌や帯広など道内のイベント
に参加して日高の魅力を発信してきました。
また、ことし３月には、スマートフォンをかざ
すと動画が流れるAR（拡張現実）機能の付い
た「HIDAKAおもてなしMAP」を作成し、話題を呼びました。
　現在は第2弾として、札幌圏からの宿泊や日帰り旅行を想定したモデ
ルコース付きマップを作成中。観光の目的に合わせて移動時間がわか
るようにするなど、お客様目線を大事にした旅の提案を企画中です。
▶日高振興局商工労働観光課 ☎（0146）22-9283 ▶留萌青年会議所 ☎（0164）43-0099

　写真のまち・東川町では、新たな観光客の増加に結び付けようと、夫
婦になった大切な日を思い出に残せる「新・婚姻届」の取り組みを2005
年に始めました。
　この婚姻届は複写式。１枚は窓口に提出し、複写された台紙には、二人
の写真やメッセージを入れるポケットが付いて
おり、東川町から記念品として贈られます。
　利用できるのは、直接役場まで婚姻届を取り
に来て、提出できる方のみですが、「大切な日を
記念に残せる」という評判が広まり、観光を兼
ねて訪れるカップルが続出。届出は、ことし8月
末までの累計で928件、そのうち703件は町外
から訪れたカップルです。
　さらに役場では、婚姻届が受理された瞬間
を撮影した写真をプレゼント。結婚記念日などに
再訪してもらおうと、希望者の写真は、「幸せの瞬
間アルバム」として東川町文化ギャラリーに保管
されます。

エネルギーで
まちづくり

11/14（土）イオン釧路昭和店
11/15（日）イオン帯広店
11/21（土）イオン北見店
11/22（日）イオン旭川西店
11/23（月・祝）イオン札幌発寒店

12/16（水）13時から
ロワジールホテル函館（函館市）

でスノー！

◎新幹線サミット、ご当地グルメショー、
　トークショーなど

※予定は変更になる場合があります。

北海道新幹線開業100日前イベント

ＪＲ札幌駅西口でのカウントダウンイベント

5カ月！

　北海道新幹線新青森～
新函館北斗間の開業日
が、来年の3月26日（土）に
決定しました。ＪＲ札幌駅
西口には新たにカウント
ダウンモニュメントを設
置。皆さんもイベントなど
に参加して一緒に開業を
盛り上げていきましょう。

ワイン応援団
ブドウ・ワインづくりとともに
担い手の育成もサポート。【空知地域】 【美幌町】

【留萌市】

【釧路地域】

【渡島・檜山地域】

【根室市】

※情報通信技術を利用して働きながら、北海道の暮らしを体験してもらい、
移住を加速させる取り組み

【上士幌町】

アイデア
観光

農と学びの
連携

機能性タマネギ
「さらさらゴールド」　

「極べジ」はネットショップで
限定販売

【札幌市・栗山町】

みんなで
ようこそ

地引き網体験を楽しむ修学旅行生

【寿都町】

開業を
チャンスに

健康飲料を
新開発

※1 ワイン醸造所  ※2 ワイン醸造用ブドウ畑  ※3 地方独立行政法人 北海道立総合研究機構

照明がLED化される白鳥大橋

地域から
全国へ

高校生が育てた豚から
話題の豚醤油を開発。

AR機能が付いたマップ

【日高地域】日高地域

移住体験が
企業進出に

十勝の食材に出合い、
新しい会社が誕生。

きっかけは
間伐材

釧路地域

釧路のトドマツから
ひろがる可能性。

世界の食卓へ
ベトナムとの絆をつなぐ
サンマの輸出。

漁業を観光に

「新・婚姻届」を提出したカップル

【東川町】

東川町

枝幸町の牧場で牛と向き合う教員

【枝幸町】

JA 道青協 検索

【室蘭市】

7町がひとつに。
HIDAKAおもてなし部会

「新・婚姻届」の提出に
訪れるカップルが続出。

根室市

上士幌町

寿都町

美幌町

枝幸町 子どもたちに伝えたい。
教員が体験、農村ホーム
ステイ。

留萌市

室蘭市

渡島地域

檜山地域
青森県とのチームワーク
で、広域観光を発信。

札幌市

栗山町

機能性タマネギを
健康ドリンクに商品化。

地域の元気をつくる
エネルギーの地産地消。

海のまちならでは。
漁業体験で魅力を発信。

地域の魅力や資源を生かして、地域の魅力や資源を生かして、
各地で取り組みが進んでいます！各地で取り組みが進んでいます！

み りょくりょく

地域の魅力や資源を生かして、
各地で取り組みが進んでいます！

み りょく

高校生による豚の飼育と開発した商品
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　低炭素都市の実現を目指し、室蘭市ではことし2月、「室蘭グリーン
エネルギータウン構想」を策定しました。これは、温暖化防止に役立つ
地産地消のグリーンエネルギー（水素エネルギー、再生可能※1・未利
用※2エネルギー）を積極的に育て、市民や企業に利用してもらい、
地域経済を活発にしようという構想です。
　そのモデル事業としていま取り組んでいるのが、地域の産業である鉄
の製造過程で発生する水素の利用を目指し、移動式水素ステーション
を使って燃料電池自動車を走らせるプロジェクト。そのほか、風力・太陽
光発電を増やし、来年春には下水処理場のバイオガス発電も始まる
計画です。地域に根ざしたこれらのグリーンエネルギーを、2020年まで
に現状の2倍に増やそうと
取り組んでいます。
　また、省エネ策として、白鳥
大橋の照明をLED化する計
画も着々と進んでいます。
※1 風力・太陽光発電など
※2 温泉排熱など

はくちょう

おお はし

　2009年、美幌商工会議所はまちの活性化につながる特産品づくりのため、美幌農業
高等学校（現・美幌高等学校）が、規格外野菜を利用して飼育していた美幌豚に着目しました。
　翌年には、役場や観光協会、農家、飲食店、高校などが一丸となって委員会を発足し、美幌
豚を使った「美幌バーガー」を開発、地域の飲食店で提供しました。また、美幌豚の新たな
特産品を作ろうと、豚肉を美幌産の米こうじで醸成したオリジナルの調味料「美幌豚醤まる
まんま」が誕生。開発した商品は全国的な展示
会にも出展し、興味を持った多くのバイヤーで行
列ができたほどでした。
　2012年には委員会の有志が会社を設立して、
製造・販売を開始。2014年より第1次産業の養
豚業者、第2次産業の精肉卸業者、第3次産業の
飲食店のネットワークをさらに強めて、「豚肉が
おいしいまち・美幌」を目指していきます。
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　人工林のトドマツが利用時期を迎え、その活用が課題となっている釧路地域。2013年、
芳香剤などのメーカーのエステー（株）が、間伐などから出る枝葉を原料とし、天然森林成分
を生かした空気浄化剤を開発。加えて、トドマツ材のケースを釧路町の企業が製作する
など、「釧路のトドマツ」が知られるきっかけになりました。
　さらにことし1月、エステーと、原料の調達・抽出を行う地元企業の
（株）北都、釧路総合振興局は包括連携協定を締結。トドマツ材を他にも
もっと活用するための研究会を設置し、
調査・研究を進めています。
　今後も、「トドマツ」という名前を、道
民をはじめ全国の皆さんにもっと知って
もらうためのいろいろな取り組みを
行っていきます。

み え

滝川高校、留萌高校のジョイントコンサート

音楽合宿で
まちに活力

かん きょう

たき かわ

ない かく ふ

すぐ

つの おう ぼ

「北海道最大の音楽合宿
のまち」を目指して。

※マーチングとは、曲に合わせて動きや行進を
　する吹奏楽の演奏形態。

　留萌青年会議所はことし7月、優れた地方戦略を全国の青年会議所
から募った「地域再興政策コンテスト」に音楽合宿誘致事業を応募し、
最高賞の内閣府特命担当大臣大賞（グランプリ）を受賞しました。
　他地域の中学、高校、大学吹奏楽部の合宿を受け入れ、交流人口を
増やし、さまざまな効果を生むことが事業の目的。留萌市にはコンクー
ルの練習に適した音楽ホールとマーチング※全国大会に必要な広さの体
育館が同じ建物にあるという利便性を生かし、飲食店組合や町内会婦
人部による食事の世話、移動には市内タクシーやバス会社も協力する
など、地域ぐるみで合宿環境を整えました。
　ことし8月には滝川高校、旭川商業高校、留萌高校の総勢220人の合宿
が行われ、ジョイントコンサートも開催。今年度は冬期も各学校から多

数予約が入っています。音楽
合宿は経済的な効果に加え文
化面の功績も大きく、合宿を通
して地域との交流が深まる場
として期待されています。

すい そう がく

答え：がごめ昆布。強い「粘り」が特徴。松前漬け、とろろ昆布に加え、菓子類や化粧品、石けんなどの豊富な商品が誕生し、地域ブランド化が進んでいます。
ねば とくちょう づまつまえ か し けしょう

しん



お問い合わせは▲

マークの窓口、またはホームページへ。

お せ知 ら

北 海 道 定例会の概要などをお伝えします。
がいよう

などをお伝ええしますすすえし
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※人口は年4回公表される統計資料に基づき直近の
　データを掲載しています。
＊性別不明を含みます。

次号の
お知らせ

1月号は12月23日（水・祝）
から配布予定です。

この広報紙は環境に優しい植物性インキと古紙配合
率70％再生紙を使用しています。本文には見やすい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

北のおいしい北のおいしい北のおいしい

プレゼント!プレゼント!

北海道の人口 平成27年6月末 前年同月比
総人口 5,412,056人 30,792減＊
男 2,557,744人 15,370減　
女 2,854,312人 15,421減　

●応募方法：アンケートの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、本紙への意見・感想を記入の上、
　　　　　  ハガキ、パソコンまたは携帯サイトでご応募ください。
●応募期限：11月27日（金）必着 応募いただいた方の個人情報は、当プレゼントの発送以外には使用いたしません。
●応募先 〒０６０-８５８８（住所不要）

北海道広報広聴課「北のおいしいプレゼント！」係
ハガキ

パソコン

携帯サイト

広報紙「ほっかいどう」 検索

広報紙「ほっかいどう」11月号はわかりやすかったですか？
①わかりやすい　②ふつう　③わかりにくい

けいたい

●掲載記事の関連ページ、広報紙アンケート結果、広報紙のバックナンバーなどの閲覧も上記からアク
セスできます。 ※9月号のプレゼントには、5,853件の応募をいただきました。ありがとうございます。

えつらん

次のアンケートに答えて道産品を当てよう！

広
報
紙 

ほ
っ
か
い
ど
う 

2
0
1
5
年
11
月
号

発
行
／
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
広
報
広
聴
課　

〒
0
6
0-

8
5
8
8 

札
幌
市
中
央
区
北
3
条
西
6
丁
目 

☎（
0
1
1
）2
0
4-

5
1
1
0  

F
A
X（
0
1
1
）2
3
2-

3
7
9
6

平成27年第2回定例会
（6/16～7/10）

■可決された決議案
●ＴＰＰ協定交渉に関する決議
●ロシア連邦の200海里水域にお
けるサケ・マス流し網漁業に関
する決議
●飲酒運転根絶を宣言する決議
■可決された意見案
●地方財政の充実・強化を求める
意見
●改正耐震改修促進法によるホテ
ル・旅館等大規模建築物の耐震
診断結果公表の猶予を求める
意見
●林業・木材産業の成長産業化に
向けた施策の充実・強化を求め
る意見
●ロシア連邦200海里水域における
サケ・マス流し網漁業の禁止に
伴う支援を求める意見
●道路の整備に関する意見
●義務教育の機会均等の確保と教
育予算の確保・拡充を求める意見

●介護報酬の見直し等に関する意
見

北海道議会 検索

▶議会事務局政策調査課 
　☎(011)204-5691

～ホームページをご覧ください～
　道議会ホームページでは、議員
一覧、議会の日程、議会中継、本
会議の審議概要、傍聴・見学や請
願・陳情提出のご案内など、さま
ざまな情報をご覧いただけます。

～議会中継のお知らせ～
　平成27年第３回定例会から、
本会議や予算・決算特別委員会
のライブ中継と録画がスマート
フォンでも視聴できるようにな
りました。

　北海道の豊かな自然環境や食、観光など
の魅力を、世界や未来に向けて発信するた
めの新たなキャッチフレーズを募集してい
ます。最優秀賞1点には10万円（高校生以
下は図書カード）などを贈呈します。
　詳しくは、道庁ホームページ、または道庁
及び各総合振興局・振興局などに設置の専
用応募用紙をご覧ください。
●資格：国籍、年齢を問わず応募可能
●締切：11月13日（金）必着
●応募方法：インターネット、FAX、郵送で、必
　要事項を記入のうえ、お申し込みください。

北海道のキャッチフレーズ募集中

　この事業では、介護中の方を支援する
ため、対象店舗で使用できる5,000円分
の商品券を配布しています。このたび道
民の皆さんのご意見などを踏まえ、対象
期間を拡大することにしました。

●申請方法：対象となる方には事務局より
　申請書を送付しますので、必要事項を
　ご記入の上、事務局へ返信してください。
●申請期日：上記①の方11/30（月）
　　　　　　　  上記②の方12/31（木）

●対象［期間拡大後］
①4/1時点で右のい
　ずれかにあてはま
　る方
②4/2以降の認定
　者で、9/1時点で
　右のいずれかにあ
　てはまる方

　いじめや不登校、体罰などについて子
どもや保護者からの相談を受け、問題の
解決につなげる支援を行う「子ども相談
支援センター」ができました。

子ども相談支援センター開設

　看板を掲出、管理する方は、落下･倒壊
の危険がないか、日常的・定期的に点検
を行いましょう。強風・地震のときは、特
に注意が必要です。異常があったときは、
すぐに修理や撤去をしてください。
　また、危険な看板を見かけた方は、次の
連絡先までお知らせください。

屋外広告物の安全管理
危険な看板にご注意を

～次回定例会のお知らせ～
　平成27年第４回定例会は、11
月中旬に開会の予定です。日程
などの最新情報は、ホームペー
ジや北海道議会ツイッターなど
でご確認ください。

▶教育庁学校教育局参事（生徒指導・学校安全）
　☎（011）204-5755

北海道の広報 検索

屋外広告セーフティホットライン
（一社）北海道屋外広告業団体連合会

▶道庁都市計画課 ☎（011）204-5563

▶道庁保健福祉部総務課 ホッカイドウ・ハートフル
　臨時支援事業事務局 ☎（011）330‐8041
　http://www.heartful-premama-hkd.jp

●FAX：（011）641-1560
●メール：hokouren@isis.ocn.ne.jp

●電話相談
70120-3882-56（無料）
※毎日24時間対応

●メール相談アドレス
doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp
※返信は土日をはさむときなど、数日かかること
　があります。お急ぎの場合は電話相談をご利
　用ください。

●来所相談
（10～16時、土日・祝日、年末年始はお休みです。）
子ども相談支援センター
札幌市中央区北3条西7丁目道庁別館8階
※上記の電話相談で、予約のご案内をしています。

▶道庁広報広聴課 ☎（011）206-7403

　今年は、4月12日に知事と道議
会議員の選挙が行われたことか
ら、5月14日から5月20日まで開催
の第1回臨時会で、遠藤議長、三井
副議長を選出しました。そして、第
2回定例会では、知事が道政執行
方針で掲げた、重点政策実現のた
めの一般会計補正予算案など、全
33件の議案等が提出され、議決を
必要とする案件については、いずれ
も原案どおり可決成立しました。
　また、議員及び委員会から提出
のあった次の決議案3件と意見案7
件を原案どおり可決しました。

　代表質問（5人）では、知事の政
治姿勢や道政全般について、一般
質問（22人）では、人口減少問題、
原発・エネルギー政策、農業や観
光などの産業振興、教育問題な
ど、道政上の諸課題について議論
を行いました。
　なお、質問などの詳細は、市町
村役場等に配付している、冊子
「北海道議会時報」でもご覧いた
だけます。ホッカイドウ・ハートフル

臨時支援事業
対象者・申請期間が広がります

世界へ、未来へ。北海道の魅力を発信

ホクレンのじゃがいも・玉ねぎ
詰め合わせをプレゼント！

●当選の発表は発送をもってかえさせていただきます。

男しゃく（特M・3kg）
キタアカリ（L・3kg）
玉ねぎ（L・4kg）

抽選で

50
名様！
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・要介護認定3以上、
または障害支援区分
4以上の認定を受け
ている方
・特別障害者手当、経
過的福祉手当及び
特別児童扶養手当
を受給されている方

ふ よう

ふく し

にん てい
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